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は じ め に

学校は、多くの児童や教職員がともに生活し、日常的にさまざまな教育活動や業務を行っ
ている。特に小学校に在学する児童は、発達段階や身体的特徴、活動内容から鑑みて、絶え

ず事故の危険と隣り合わせにある。そのため、事件や事故を回避するために、私たちは様々な

事態を想定し、適切かつ確実な危機管理体制を確立して、早期に危険を発見し、その危険を

除去しなければならない。

しかし、それでも、不測の事態、事件、事故は発生する。初期対応を誤れば、深刻な事態や

危険を誘発することにもなりかねない。そのため、緊急時において、何を最重要視し、どのよう

な姿勢で危機管理に当たるのか、検討し、それらをマニュアルとして明記しておくことが必要

である。そしてそれらを教職員での共通認識とし、平時から保護者や関係機関と共有しておく

ことが重要である。

危機管理の目的は、「子どもと教職員の生命や心身等に危害をもたらす様々な危険を防

止すること」（リスク・マネジメント）「事件や事故の被害を最小限にするために適切かつ迅速

に対処すること」（クライシス・マネジメント）の２点である。

私たちは「危機管理さしすせそ」を常に意識し、マニュアルを作成して、その基本方針・行動

指針を共通理解し、対応に当たる。

さ 最悪を想定して し 慎重に

す 素早く せ 誠実に そ 組織で

★ 校 内 救 急 体 制 １

１ 登 下 校 中 の 交 通 事 故 ２

２ 休 み 時 間 の け が ３

３ 授 業 中 の 事 故 ４

４ 不 審 者 侵 入 負傷者発生・緊急下校等・不審物持ち込み ５

5 火 災 10

６ 地 震 校内・登下校時・校外学習中 １２

７ 大雪 大雨 暴風雪 特別警報発令等 16

８ 食 中 毒 17

９ 食物アレルギー発作・てんかん発作 18

１０ 熱 中 症 １９

1１ 児童の問題行動 万引き、火遊び、けんか、器物破損、家出等 2０

1２ い じ め ２１

1３ 不 登 校 ・ 登 校 し ぶ り 2２

1４ 児 童 に よ る 差 別 発 言 2３

★ 死 亡 事 故 、 重 篤 な 事 故 2４

★ 緊 急 連 絡 体 制 ・ 連 絡 先 ２６
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★校内救急体制（事故発生時の役割分担・フロー）

学校管理下で 〈 留 意 点 〉

事 故 発 生 １ 生命が危険と判断した場合、管理

職の指示を受けて、速やかに救急車

を要請する。

第一発見者 （発作・頭部打撲・出血・火傷など）

通 報

２ 関係職員は必ず同行する。

（養護教諭、担任等）

教頭・担任

現場に急行 保健室へ移送 ３ 児童の医療機関への移送は、原則

事態の確認 として教職員の車は使用しない。

校長・教頭 養護教諭 ４ 保護者への連絡は、できるだけ不

緊急の対応策 応急手当 安を与えないようにし、けがや病気

決 定 の状況、運搬先の病院名等を落ち

着いて説明する。

担任など 養護教諭 ５ 必要に応じては、協議内容・決定事

被害者宅へ 医療機関へ 項を全職員に報告する。

電話連絡 の移送

救急車を呼ぶ時の要領

１ 119番

「救急車をお願いします。」

２ （学校名・氏名）

「坂井市立大石小学校の○○です。」

３ （所在地）

「坂井市春江町上小森5-7-1です。」

（校外の事故の場合は、場所、どんな目印等があるか）

４ (学校の電話 or 携帯電話)

「０７７６－７２－００３０です。」

5 （どんな状態か）

・いつ どこで だれが どのような状況でどうなっているのか

・どんな様子・症状か

6 １名が、校門前で待機し、救急車を誘導する。

保健室の場合は、学校東側から侵入してもらう。
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【ポイント】 ★ 連絡を受けたら、直ちに現場に急行する。

★ 場合によっては、救急車を要請する。

★ 被害児童の保護者と連絡をとり、丁寧に対応する。

１ 連絡を受けた職員は、管理職にまず報告す

る。その後、養護教諭、担任にも連絡する。 事 故 発 生

２ 校長（教頭）、養護教諭、担任は事故現場に

急行する。 ※担任は、個人調査票を携行 校長（教頭）、養護教諭

現 場 へ 急 行

３ 担任は、保護者に連絡する。不安を与えたり

誤解を招いたりしないように表現に注意し

て慎重に伝える。 担任

保 護 者 へ 連 絡

４ 事故の状況を把握し、可能な場合は養護教

諭が応急手当てをする。

校長等

５ 場合によっては救急車を要請する。 救 急 車 出 動 要 請

※救急車には担任、養護教諭が同乗する。

※校長は車で病院へ向かう。

教頭 情報収集

６ 教頭は、市教委に報告する。 市教委に速報

７ 入院となった場合は、担任、校長が見舞う。

その後も、保護者と連絡をとり、保護者の立 担任、校長

場に立った対応に努める。 病院（自宅）を訪問

８ 全職員に事故の経緯・児童の状況を報告し、

各学級で再発防止の指導を行う。 報 告 書 作 成

９ 重大な事故の場合は全職員を招集し、校長の

指示に従って対応に当たる。

10 教頭は、担任や警察署と連絡をとり、報告書をまとめて市教委に提出する。

１ 登 下 校 中 の 交 通 事 故
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【ポイント】 ★ 応急処置を適切に行う。

★ 保護者に連絡をとり、状況の説明・救急搬送等を行う。

★ 救急車要請は管理職が判断する。

１ 連絡を受けた職員・養護教諭・担任は、事故 事 故 発 生

現場に急行する。

２ 連絡を受けた職員は速やかに教頭（校長）に 養護教諭、担任

報告する。 現 場 へ（応急処置等）

３ 養護教諭（担任）は、止血などの応急処置

を行い、児童を病院へ運ぶ。 教頭（校長）へ報告

※ 病院は、原則として保護者が希望する所へ。 （救急車出動要請）

※ 救急車要請は校長（教頭）が判断。

４ 担任は保護者に連絡する。不安を与えない 担任

よう慎重に、分かりやすく内容を伝える。 保 護 者 へ 連 絡

５ 相手（加害者）がある場合は、加害者の担任

が相手側の保護者にも速やかに連絡する。 養護教諭・無担

病 院 に 運 ぶ

６ 担任は、家庭訪問や電話などで連絡をとり、

保護者の立場に立った対応に努める。

教頭 情報収集

７ 教頭は、事情を知る複数の児童から事故の 市教委に速報

状況を聴き、事実を確認する。

◆保護者への対応 教頭 事情を知る児童から

① 被害児童と保護者に対しては、迅速な対応（面会）と事故について 事 情 聴 取
の謝罪を丁寧に行う。必要に応じて複数回対応する。また、学習につい

ては心配を与えないよう配慮する。

② 加害児童と保護者に対しては、求めに応じて、学校側も一緒に謝罪に

行くようにする。加害児童の心的負担を見取り、自責の念で追い込まれないよう、心のケアを十分に行う。

③ 加害者と被害者の双方がもめることのないよう、学校はあくまでも双方の児童を大切にした、中立的な立場で対応

する。訴訟問題に発展しないように、誠意をもって丁寧に対応する。

２ 休 み 時 間 の け が
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【ポイント】 ★ 被害児童の応急処置を適切に行う。

★ 他の生徒を落ち着かせる。

★ 対外的な窓口は教頭一本に絞る。

★ 理科の授業は必ず予備実験をしてから行う。

１ 授業者は、児童を使って、近くの職員や養護

教諭、職員室に事故発生を知らせる。 授業者

事 故 発 生 を 通 報

２ 養護教諭は現場に急行し、応急処置をする。

３ 現場にいる職員は、他の児童が動揺してパ 養護教諭 現場へ急行

ニックにならないように声をかける。 （ 応急処置等 ）

４ 養護教諭は症状を報告し、管理職が判断し

て、タクシーでの病院搬送、救急車要請を 担任等

行う。 他の児童を落ち着かせる

※校長（教頭）は、車で病院に向かう。

５ 授業者は、速やかに教頭（校長）に事故の 養護教諭等

状況、事故原因等を報告する。 病 院 に 運 ぶ

６ 担任は、保護者に連絡する。不安や誤解を

招くことがないよう留意し、慎重に伝える。 担任

保 護 者 へ 連 絡

７ 校長（教頭）は市教委に事故の概要を報告

し、指示を仰ぐ。

教頭 情報収集

８ 対外的な窓口は教頭に一本化する。職員は、 市教委に速報

報道機関等の取材には応じない。

９ 校長、授業者、担任は被害児童を見舞い、 校長、担任

謝罪して、事故後も誠意ある対応に努める。 保護者・児童に謝罪

３ 授 業 中 の 事 故
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【ポイント】 ★ 児童の避難経路を確保し、安全な場所へ避難させる。

★ 不審者が児童に近づく、移動することを阻止する。

★ 不審者侵入を全体に知らせ、警察に通報する。

１ 外来者を見かけたら声をかけ、その反応を確か

めて、不審者かどうか判断する。 不審者発見・侵入

○「不審者侵入防止の３段階チェック体制」（別表）

２ 不審者を発見したら、防犯ブザーや声で周 児童の避難経路の

囲にいち早く知らせる。 確保・避難

３ 近くの職員は直ちに職員室に連絡し、教頭

または職員室在室者は、校長に報告する。 防犯ブザーや火災報知機等で

通 報

４ 不審者が近づいてきたら、児童の避難経路を

確保する。必要に応じて校内放送を入れる。

※ 教室や体育館の場合→グラウンドへ 警察へ通報

※ グラウンドの場合→教室へ

※ 特別教室に誘導した場合→グラウンドへ

応急手当・救急車要請

５ 直ちに警察へ通報する。

６ けが人が出た場合は、養護教諭が応急処置を 説 得 活 動

する。必要に応じて、校長（教頭）の判断で救

急車を要請する。 男性

不審者の位置を知ら 教員

７ 校長（教頭）、男性職員は現場へ急行し、相手 せる非常事態放送 道具を

を刺激しないように注意して、粘り強く説得 ※ 児童にも周知 持参

する。攻撃してきたら、さすまたや机等で防戦。

※ 教頭（校長）は職員室に待機。全体の動き 「大石春江先生は、
を掌握。 至急、○○○へ 不審者

８ 教頭は市教委に報告する。 お越しください。」 対応

４ 不審者の侵入
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○ 来校者への対応「不審者侵入防止の３段階チェック体制」

段 階 具体的な方策

Ａ 校 門 ① 教職員・地域ボランティアによる、登下校時の見守り

② 職員室・保健室からの駐車車両や通行人の確認。目視。

Ｂ 校 門から ① 職員室・保健室・外出口等の常時施錠

校舎の入り口まで ② 職員による外出口の開錠・施錠。児童の出入り見守り

③ インターフォンでの映像・音声確認・対応

Ｃ 校舎の入り口 ① 受付名簿への記入

② 「来校者カード」の着用（保護者や来校者への周知を徹底）

③ 来訪者の出迎え（必ず顔を合わせて用件を確認）

④ 職員玄関以外の常時施錠（児童登校後すぐに玄関施錠）

登下校時における不審者への対応

※児童自らが「大声を出す・相手の手が届かないところにすばやく逃げる・躊躇

せず安全な場所にかけこむ・大人を呼ぶ・話す」という心構えを普段から持た

せる。

※大石っ子かけこみ所や近くの民家に助けを求めることの重要性を日頃から指

導し、しっかりと認識させる。

※発見者・連絡受信者・住民からの通報を受け、「管理職または対策本部（管理職
不在時）」指示により、下記①～⑤について役割分担を行い、児童の被害拡大
防止、児童の安全確保、心のケアに努める。

① 児童の安全確保・110番通報

② 発生現場への急行・情報の収集と整理

・発生現場（病院等を含む）での正確な事態を把握する。

（児童の状況、不審者の現在の状況、負傷者の状況等）

・不審者が近辺に潜んでいる可能性がある場合には、警察が到着するまでの間、児童の

安全確保に努める。

③ 情報の集約と記録

・職員室等、情報を集約する場所及び担当者を事前に決定しておき、負傷者の有無、不審

者の状況時の情報を一箇所に集約する。

④ 緊急通報・保護者への連絡

・負傷者がいる場合には、速やかに、応急手当の実施や救急車の要請等の対応をする。

・負傷した児童がいる場合には、保護者に負傷状況と搬送先の病院名を連絡する。

⑤ 教育委員会への報告と支援依頼

・速やかに市教委へ第一報を流し、内容を報告して助言・指導をあおぐ。
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【負傷者等が出た場合】
ポイント 安易な判断は禁物、二次災害につながる！

保護者との細やかな相互連絡、連携を心がける！

＝複数の教職員による対応＝
○負傷者、発症者の人数、クラス、氏名、状況を確認。
○負傷部位によっては動かさない。
○状況によっては応急処置をほどこす。

（止血法、心肺蘇生法、AEDの使用 等）

○緊急時には、救急車で搬送する。
負傷者 ○保健室に搬送後、養護教諭が応急処置
搬 送 をして症状を判断する。

○校長に報告し、担任に連絡する。

現場の安全 ○周囲の児童から事情を聴き、記録する。
確保と維持 ○周辺の児童の安全確保に努める。

○児童に服薬、アレルギー等の注意事項がないか、
保健調査票等でチェックする。

救急車で搬送 学校で搬送

○保護者に連絡する。 ○搬送前に家庭に連絡し、簡単な事情

搬送先がわからないときは、自宅か 説明と指定の病院等を聞く。

職場で、保険証持参で待機してもらう。 ○保険証を持って病院に来てもらうよ

○児童に服薬、アレルギー等の注意す うに連絡する。
べきことがないか必ず電話確認する。 ○児童に服薬、アレルギー等の注意す

べきことがないか必ず電話確認する。

保護者が来るまで養護教諭、担任は病院で待機する。
必要に応じて管理職は車で病院に行く。

○医師からの診断・状態の説明を受ける。
（保護者とともに担任、養護教諭が同席すること
が望ましい）

○帰校し、学校長及び教頭に報告する。

○養護教諭は、対応状況等を記録しておく。

※家庭訪問等でていねいな事後指導を！

救
急
車
を
要
請
す
る
際
に
、

複
数
の
負
傷
者
が
い
る
場
合
は

人
数
を
必
ず
連
絡
す
る
。
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【緊急下校等】
＝緊急事由＝
◇ 不審者出没等により、児童に危険がおよぶ可能性がある場合
◇ 犯罪等の発生により、直接的・間接的に影響が懸念される場合
◇ 台風や大雨等の風水害、複数回の地震・余震等により、下校時の安全確保が必要と
なる場合

◇ サルやイノシシ、クマ、シカなどの獣の出没により、児童に危険がおよぶ可能性があ
る場合

情報例とルート
○ 事件の詳細、自然災害と今後の予報、野生動物の出没場所や特徴等の正確な情報
○ 情報は、警察や市教委、地域、保護者、メディアなど信頼性の高いものから入手
○ 各方面から情報を収集し、正確な情報か確認し、状況を教職員が確認できるよう提
示したり、職員を招集して口頭で伝えたりして全職員の周知を図る。

○ 危険の程度を的確に判断する。
○ 市教委より指示があれば、その指示に従う。

授業中の場合
○ 各教室に状況を説明し、次の行動について指示する。
○ 自習クラスには、職員室にいる教員が必ず入る。

休み時間の場合
○ 担任を職員室に招集し、緊急事態の詳細・対応について周知を図り、管理職か
ら担任に指示を出す。

○ この間、担任以外の職員は、校舎内を巡回する。
○ 緊急を要する場合、児童を教室に戻し、点呼確認する。

（状況の変化により）警察・教育委員会へ電話連絡し、警備を要請する。

◆ 緊急に一斉下校させる場合

○ できるだけ早く、保護者に一報を流す。可能なら経緯や内容についておたよりを

作成し、下校するまでに児童に配付する。

○ 教職員は、下校を見守り、通学路の安全を確認する。

○ 保護者不在の場合は、学校に留め置き、保護者に迎えを要請する。

◆ 授業を継続し一斉下校とする場合

○ 市教委に状況を報告する。

○ 職員室にいる教職員はスマートフォンを携帯し、校舎内外を巡回する。

○ 保護者へのおたよりを作成して配付する。

◆ 緊急メールで保護者に迎えを頼む場合

○ できるだけ早く、保護者に緊急メールで迎えを依頼する。

○ 迎えの時刻を把握するため、選択肢を設けて配信し、返事を確認する。

○ 児童は、教室や体育館で待機させる。場合によっては、弟妹の教室に兄姉を集

め、兄弟姉妹で待たせる。

○ 迎えが遅い児童が少数になったら、一教室にまとめ、教室対応者を残し、玄関対

応にあたる。
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【不審物を持ち込まれた場合】

ポイント 即断・即行動が基本
平素から予防方法等について共通理解を図っておく

《児童からの情報》 《教職員の情報》 《偶然に発見》
現場に向かい、状況を 職員室へ直ちに連絡す 児童を遠ざける。
確認。確認後、児童を遠 る。 他の教職員や職員室
ざける。職員室に報告す へ連絡する。
る。

※ 可能な限り、複数の教職員で対応する

不審物として認識

○ 直ちに、市教委・警察・健康福祉センター等に通報する。
○ 複数の教職員で対応する。
○ 児童が現場に近づかないように、校内放送等で連絡する。
○ 警察や健康福祉センター等の関係機関が来るまで安全確保に努める。
○ 児童の避難誘導等の対応を決定する。

（対応中は、原則として児童を動かさない）

不審物として確認した場合 誤って飛散物を浴びた場合

○不審物は開封せず、できる限り動かさない。 ○早急にその場から離れ、近づかない。
○不審物から直ちに児童及び教職員を遠ざけ ○飛散物を浴びたり直接触った場合は、石
る。 鹸と水で洗い衣服を着たままシャワー等

○中身が漏れないようにビニール袋に入れる で洗い流す。
か別の容器に入れる。容器がなければ、衣 ○衣服を着替える。脱いだ服はビニール袋
服ゴミ箱等で覆う。 等に入れる。

○直接触った場合には、直ちに石鹸や水で手 ○一緒に部屋にいた人、接触した可能性の
をよく洗う。但し漂白剤や他の殺菌剤は絶 ある人も、病院で診察を受ける必要があ
対使用しない。 るため、救急車を手配する。

他の児童の安全確保 感染が予想される人に対して

○教育委員会に報告するとともに、児童を下 ○救急車を要請し、必ず付き添う。
校させるかどうか判断する。 ○複数の場合、救急車要請の際に必ず人数

○保護者に連絡する。 等を報告すること。
○保護者不在の場合、学校に留め置き、安全 ○児童の場合、保護者に連絡し、搬送先の
確保に努める。 医療施設に来てもらう。

※不審な郵便物の特徴
（１）見ず知らずの人から送られてくる物
（２）差出人の住所や氏名がないもので、受取人を限定する「親展」等の記載がある物
（３）差出人の住所と一致しない市町村の消印が押されている物
（４）郵便物の表面から白い粉等の異物が漏れている物
（５）異臭があり、また形状が異常な物
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【ポイント】 ★ 出火場所、避難場所が聞き取れるように、分かりやすく大き

な音量で校内放送を流す。

★ 児童を落ち着かせ、静かに放送を聞かせる。

★ 「お・か・し・も・ほし・い」の約束を守るよう指導する。

１ 火災を発見したら、発見者は近くの火災報知

器のベルを押す。 火 災 発 見

２ 教頭（職員室在室者）は、緊急ボタンにより校

内放送をする。大きめの音量で、落ち着いたア 火災報知器で

ナウンスを心がける。 通 報

※「緊急連絡、緊急連絡。今、◯◯室から火災

が発生しました。児童の皆さんは、先生

の指示に従って、校庭の東側、プール横 校 内 放 送

に避難しなさい（２回繰り返す）。」

３ 消防署へ通報する。（１１９番）

消防署へ通報

４ 初期消火ができる場合は、児童監督以外の

職員が消火器で消火にあたる。

初 期 消 火

５ 授業者は授業をやめ、静かに放送を聞かせ

る。出火場所、天候から避難コースを判断する。

※ 休み時間等は、各職員が自分の持ち場 避 難 開 始

に行く。

６ 教室の窓を閉め、ハンカチを出させ、帽子を 教師が

かぶらせて、児童を廊下に整列させる。 人 員 点 呼

７ 「おさない」「かけない」「しゃべらない」「もど

らない」「ほうそうをしっかり聞く」「いのちを守る」を指示した後、児童を誘導

して避難する。

８ 各職員が自分の持ち場で残留確認をする。

９ 学級ごとに整列し、引率者が人員点呼。教頭に伝え、教頭は校長に報告する。

５ 火 災
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【火災発生】

ポイント パニック・混乱が最大の壁！

《平素からの訓練》

○出火場所を数カ所想定しての避難訓練を実施する。
○平素から校舎内外の障害物（特に避難路になるところ）を撤去しておく。
○消火器の所在、使い方を全員熟知しておき、ヒューマンエラーを防ぐ。
○持ち出し書類等を確認しておく。
○消防車・救急車と交錯しないように避難経路の確保に努める。

火 災 発 生

○消防署へ連絡。出動要請を行う。
○児童を出席簿で確認する。
○児童の避難準備をして、最も安全なルートと避難場所を判断する。
○教育委員会へ連絡する。
○教職員による初期消火活動を開始する。

《初期消火が成功した場合》 《初期消火を失敗した場合》

○児童を教室に入れ、担任が状 ○避難の放送を入れる。
況を説明し、混乱を静める。 ○あわてずに誘導する。

○火災場所の現状維持に努める。
○放火の疑いがあれば、職員室
にいる教職員が校内を巡視す
る。 ○点呼、確認、報告をする。

○負傷者の確認をする。
○負傷者が複数の場合、学年・氏名を
把握しておく。

○搬送先の病院へ付き添う。

平 常 に 戻 り 授 業 継 続

○一斉下校の必要性を判断する。
○教職員への指示の徹底を図る。

○市教委へ報告する。
○保護者へ説明する。
○報道機関への対応を行う。

（窓口は教頭に一本化）

※事後指導を忘れずに行う
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【ポイント】 ★ 身の安全を守ることを最優先。火の始末は二の次。

★ 机の下にもぐって脚を対角に持ち、頭部を守る。

★ 落下物や破片に注意して、建物の外にできるだけ早く避難。

１ 火を使った授業（理科、家庭科など）の場合は 火 の 始 末

できれば火を消す。鍋や調理した物、薬品、ガ

ラス類から離れるよう指示する。

机の下にもぐる

２ 職員は、近くの児童に机の下にもぐるよう、

机のない場所なら、壁や窓から離れてしゃが

むよう、大声で繰り返し指示する。 出入り口を開ける

３ 揺れがおさまったら、出入り口の戸や窓を開

けて避難路を確保する。（片側に寄せて全開） 校内放送を聞く

４ 校内放送の指示を静かに聞かせ、避難経路を

指示する（判断させる）。 人 員 点 呼

５ 人員を確認し、負傷者がいないか確認する。

避 難

６ 帽子を着用。「おさない」「かけない」「しゃべら

ない」「もどらない」「ほうそうをしっかり聞く」「いのちを守る」を徹底する。

７ 動揺しやすい者、負傷者などを職員の近くにしたり、手をつないだりする。

８ 学級ごとに整列し、引率者が人員点呼。教頭に伝え、教頭は校長に報告する。

９ 教頭は、市教委に報告し、指示を受ける。

◆ 落下物に要注意

① 大きな揺れでは、職員も児童も平常心を失う。まず、職員が落ち着き、

「先生がいるから大丈夫だよ。」と児童を安心させるように努める。

② 落下物に細心の注意を払う。建物に沿わず、避難する。

６ 地 震
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【地震発生】(学校内)
ポイント パニック・混乱が一番の壁！

地 震 発 生

児童の安全確認 ・児童に、頭部の保護、机の下などへの避難、机の脚を両手
で持つ、その場を動かない等、的確な指示をする。
・火災など二次災害の防止に努める。（特別教室での薬品管
理、ガスの管理等）
・負傷者の確認をする。

校舎外避難の決定 ・避難経路の安全確認をする。

指示 ・全校への避難指示を出す。
・各クラス毎に人員確認をする。

校舎外避難 ・頭部の保護や「おさない・はしらない・しゃべらない・
もどらない・ていがくねんが先」等、的確な指示を与える。
・児童名簿を携帯する。
・避難誘導や負傷者搬送など教職員の連携を密にする。

避難後の安全確保 ・人員の確認と安否の確認をする。
・負傷者を確認し、応急処置に当たる。
・警察、消防、医療機関へ連絡をする。
・対話やスキンシップ等により児童の不安を和らげる。

①校舎外避難場所での対応 ○児童の不安に対する対応､安全確保

②校舎施設の被害状況の把握

学校対策本部の設置 ③情報収集 ○地震の規模､余震の可能性と規模
○校区の被害､危険個所等

④教育委員会への連絡 ○被害状況､学校内外の状況､指導事項の確認
○情報収集､臨時休校の措置

⑤外部との対応 ○保護者等からの照会の対応
○近隣学校間等との情報交換､ﾏｽｺﾐ対応

⑥地域防災拠点の運営支援

校舎外避難後の対応決定

保護者への連絡

継 続 避 難

保護者への引き渡し
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【地震発生】（登下校時）
児童の行動 教職員の対応

地震発生 地震発生

○頭部を保護し、身を低く ○校内残留児童の安否を
安全確保 する。 確認する。 安否確認

○車道に出ない。 ○通学路上、避難場所の 活動開始
○建物、ブロック塀、窓ガ 児童の安否を確認する。
ラスから離れる。

○揺れが収まったら、安全 ○保護者や地域と
近くの避難 な場所に避難する。 連携し、児童の 通 校 自
場所へ移動 （公園、学校等の避難場 所在を確認する。 学 内 宅

所、自宅等) 路 巡 確
○自宅や学校に避難する 巡 視 認
ことが困難な場合、職員 視
や保護者、地域の人が
来るまで待機する。

自 学
宅 校 ○児童の家庭へ 児 童 保 護

確実な引き渡
しをする。

○家族不在の場
合は、学校で
保護する。

避難後の対応決定

(在宅時の対応)
児童の安否確認

学 保
校 校舎施設の被害状況把握 護
対 者

教職員学校集合 策 情 報 収 集 へ
部 連

＊自らや家族等の 設 教育委員会への連絡 絡
安全を確保した後 置

外部との対応

地域防災拠点の運営支援
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【地震発生】(校外学習中)
ポイント 携帯電話（電波状況によって携帯ラジオも）は必ず持参！

地 震 発 生

安 全 確 保 ○正確な状況を把握し、二次被害を避けるための指示を出す。
（下見時の見学施設の把握、避難経路・避難場所の確認、
施設管理者との打ち合わせ）

○電車、バス等に乗車中は、係員の指示に従う。
○児童の不安を和らげるように声をかける。

避難場所へ避難 ○避難場所や救護施設がない場合、地元の人や関係機関等
からの情報を入手して判断し、安全第一に対応する。

○施設管理者の指示に従う。

避難後の安全確保 ○人員を確認し、負傷者の応急手当をする。
○児童の不安を和らげるよう声をかける。
○海岸での津波、山中での崖崩れ・落石等に注意する。
○地元の公的機関へ救援の要請をする。

学校への連絡 ○状況の詳細について報告し、指示を受けて対応する。

避難後の対応決定 ○市教委へ連絡して、指示を受ける。
○地元の公的機関へ救援の要請をする。

保護者への連絡

保護者への引き渡し

修学旅行等、遠隔地にいる場合
○地震の規模、被害状況等の正確な情報を収集し、児童を守ることを最優先とする。
○学校又は市教委と連絡を密にとり、指示を受けて対応する。
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【ポイント】 ★ 正確な気象情報を収集し、学校周辺の様子を目視・確認する。

★ 大雨や大雪が降り出す前に、児童を確実に保護者へ引き渡す。

★ 待避せざるを得ない状況になった場合、通信手段を確保し、

浸水に備えて、建物の上層階に避難する。

１ 特別警報・線状降水帯発生情報を確認し、

下校時の安全確保が難しい場合、校長（教 気象情報の収集・確認

頭）は市教委に報告する。

２ 緊急引き渡しが必要となった場合、校長 市教委への連絡・相談

（教頭）は、保護者にメールで連絡し、迎

えを依頼する。

保護者への連絡・依頼

※ メールには、引き渡し予定時刻を把

握するため、選択肢を設け、返信を

もらうようにする。 保護者への引き渡し

※ 学校への問い合わせは教頭を窓口

とし、緊急用携帯を使用する。 垂直避難・児童の保護

３ 児童の迎えが遅い場合や、大雨が激しく

迎えが困難と判断される場合は、垂直避 安全確保・緊急救援要請

難を行う。 保護者への引き渡し

※ 浸水被害を想定して、児童には荷物

を持たせ、一晩過ごすことを想定して行動する。

※ 校内で職員が連絡を取り合う、あるいは保護者に児童の安否を知ら

せることができるよう、通信手段を各自が確保する。

４ 家庭の事情を十分考慮し、校長（教頭）は、一部職員の帰宅を促し、残ってい

る職員で連携して対応に当たる。

５ 校長（教頭）は、随時、学校の状況・児童の様子を市教委に連絡し、救援を要請

する。保護者が安心できるよう、児童の様子を報告したり発信したりする。

７ 大雨 大雪 暴風雪（特別警報発令等）
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【ポイント】 ★ 事実の確認と現状の確保・保存に努める。

★ 保護者に謝罪し、理解・協力に努める。

★ マスコミ対応は教頭に一本化する。

１ 事故発生の連絡を受けたら、直ちに事実の

確認をする。 食 中 毒 発 生

（１）給食の場合

給食を中止し、弁当に切り替える措置をと

る。（保護者会、文書） 事実確認・現状確保

（２）学校での実習の場合

実習の学年・人数・場所・献立内容・試食時間・

食材・購入先等について明らかにする。 保健所・市教委へ報告

２ 教頭は、事故の概要をまとめ、保健所・市・市

教委に報告する。 訪 問 ・ 謝 罪

３ 学校で食中毒の症状が出た場合は、学校医

へ連絡し、指導をお願いする。 立ち入り検査対応

４ 食中毒にあった児童の病院・家庭へ訪問し、

児童・保護者に謝罪する。 緊 急 保 護 者 会

５ 保健所等の立ち入り検査のため、食材の確

保・保存、調理室の現状確保を行う。 マ ス コ ミ 対 応

６ ＰＴＡ役員会を招集し、十分に理解を得た上で緊急保護者会を開催し、食中

毒の経緯と今後の対策について説明し、理解と協力を求める。

７ マスコミ取材については、窓口を教頭に一本化し、事実に基づいて対応する。

8 食 中 毒
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【ポイント】 ★ 応急処置を適切に行う。

★ 保護者に連絡をとり、状況の説明・救急搬送等を行う。

★ 救急車要請は管理職が判断する。

１ 発見した職員は、児童から離れず、観察を続 事 故 発 生

ける。大声で助けを呼ぶか、他の児童に職員

を呼びに行かせる。

けいれん発作の場合は落ち着いて時刻を確 養護教諭、担任

認する。舌をかまないよう下顎を軽く持ち上 現 場 へ（応急処置等）

げ、周囲に危険な物があれば取り除く。

食べ物を喉につまらせる可能性があるとき

は、横向きにする。 教頭（校長）へ報告

（救急車出動要請）

2 管理職、養護教諭は直ちに現場に向かう。他

の職員は複数で、「食物アレルギー緊急対応

マニュアル」や「症状チェックシート」、エピペ 担任

ン、緊急内服薬、AEDを持って急行する。 保 護 者 へ 連 絡

３ 食物アレルギー発作と判断される場合は、

直ちにエピペンを使用し、緊急内服薬の内 養護教諭

服介助を行う。 病 院 に 引 率

※ エピペンを使用した際は、使用後、症状

が落ち着いていても、管理職は救急車 教頭 状況を整理

を要請する。 市教委に報告

※ 病院は、主治医のいる病院へ。

４ 現場にいる職員で分担して、他の児童への対応、救急車の誘導を行う。

５ てんかん発作がおさまった場合、そのまま安静に休ませ、保護者に連絡する。

９ 食物アレルギー発作・てんかん発作
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【ポイント】 ★ 応急処置を適切に行う。

★ 保護者に連絡をとり、状況の説明・救急搬送等を行う。

★ 救急車要請は管理職が判断する。

１ 連絡を受けた職員・養護教諭・担任は、現 事 故 発 生

場に急行する。

2 連絡を受けた職員は速やかに教頭（校長）に 養護教諭、担任

報告する。 現 場 へ（応急処置等）

３ 養護教諭（担任）は、意識障害の有無を確認

し、 応答が鈍いなどが見られた場合は、管 教頭（校長）へ報告

理職が、直ちに救急車を要請する。 （救急車出動要請）

※ 病院は、原則として保護者が希望する所へ。

４ 意識の有無に関わらず、児童を涼しい場所 担任

に避難させ、脱衣と冷却を行う。 保 護 者 へ 連 絡

５ 意識がある場合は、水分が摂取できるか確

認し、できない場合は管理職が救急車を要請 養護教諭

する。水分が摂取できる場合は水分・塩分の 病 院 に 引 率

補給を行う。

６ 水分が摂取できても、症状に改善が見られ 教頭 状況を整理

ない場合は、救急車を要請する。 市教委に報告

７ 担任は、保護者に連絡する。不安を与えないように慎重に、分かりやすく状況

を説明する。

◆熱中症を防止するための対応

○ 熱中症特別警戒アラート発令 … 全ての運動、行事、空調設備のない場所での活動、
徒歩での登下校を中止 → 緊急時引き渡しを実施

○ 熱中症警戒アラート発令 および WGBT３１以上 … 全ての運動、空調設備のない場所での
活動を中止、登下校については協議

○ WGBT２８以上 … 激しい運動を控える

10 熱 中 症
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【ポイント】 ★ 児童に重大性を深く考えさせ、したことに向き合わせる。

★ 指導体制・指導方法の見直しを図り、再発を防止する。

１ 担任（連絡を受けた職員）は、問題行動の概

略を校長に報告する。 問 題 行 動 発 生

※ 深夜であっても必ず校長に連絡する。

２ 担任は、校長（教頭）とともに現場へ行き、 校長、担任 現場へ

詳しい状況を把握する。

※ 家出など状況が深刻な場合は、翌日

臨時の職員会議を招集する。 場合によって

臨 時 職 員 会 議

３ 該当児童から複数名の職員で話を聴く。

※ 取り調べ的にならないよう注意する。

担任（生徒指導主事）

４ 関係児童がいる場合は、全員から事実確 事 情 聴 取

認、問題行動の原因・背景などを聴き取り

全容解明、再発防止に努める。

※ 児童自身のふり返り・思いの吐露 関係者全員を召集

事実の見える化（記録） 事 情 聴 取 ・ 指 導

５ 保護者を学校に喚び、問題行動の全容、事

件の背景、今後の対応などについて確認し 保護者との面談・指導

保護者の今後の対応について依頼する。

※「子どもの言動・様子について、一層の

関心を払う」 「持ち物に気をつける」 児童「ふり返り・思いの吐露」

「親子の会話を心がける」 「迷惑をか 「親子で謝罪」

けた相手方を親子で訪問し、誠意をも 教師「再発防止の指導」

って謝罪する」 など

６ 教頭は、詳細をまとめ、市教委に報告する。 報 告 書 作 成

７ 全職員で内容を共有し、再発防止のための

方策を協議し、全児童への指導を徹底する。

11 児童の問題行動（万引き、火遊び、けんか、器物破損、家出）
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【ポイント】 ★ いじめの早期発見、早期解決に努める。情報交換をする。

★ 担任一人で抱え込まず、組織で対応にあたる。

★ 学級の問題として丁寧に考えさせ、学級全体で改善を図る。

１ 登校時や教室での様子を常に観察し、いじ

めの早期発見に努める。 いじめ問題発見

※表情、グループ編成の様子、休み時間の

すごし方、学級児童の言動、保護者の訴え

いじめの全体像を把握

２ いじめの可能性が疑われる場合は、楽観視

せず、関係児童、周辺児童から聴き取りをし

て、事実を確認する。 校長（教頭）に報告

３ いじめの実態を校長（教頭）に報告する。

子ども支援委員会を開催

４ 子ども支援委員会を開き、対応について協 対 応 を 協 議

議する。状況に応じ外部機関と連動するい

じめ対応サポート班を立ち上げる。

※ いじめは根が深く、長期戦は必至とい 児童への対応

う構えで、SCと連携して組織で対応。 保護者への協力依頼

※ 担任一人に抱え込ませない。

５ 加害児童、被害児童の両者に対して面談や 専門機関への相談

声かけ・継続的な観察を行う。

※ 被害児童の保護・支援

◆早期発見・早期対応

６ 被害児童、加害児童の双方の保護者と個 ① 担任は、児童の自由な時間等に

別に面談し、いじめの現状、指導の経過、 同席・同行し、児童の言動や人間

今後の対応について理解と協力を得る。 関係の把握に努める。

② 児童の訴えを丁寧に聴き、事実を

７ 指導を継続する。簡単には解決しないと 正確につかむ。些細な行為でも捉

いうことを念頭に児童観察を続ける。 え方は違うということを念頭に置

いて聴くよう心がける。

８ SCが児童と面談しケアに努める。

12 い じ め
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【ポイント】 ★ 登校しぶりの兆候を早期に把握する。情報交換・情報共有をする。

★ 個人面談をする。不登校の原因を探る。

★ SCや専門機関のサポートを受け、連携して対応する。

１ 登校時や教室での様子を常に観察し、不登

校の兆候をいち早く察知するよう心がける。 登校しぶり傾向の

※表情、言動、保健室やトイレに行く回数 児 童 の 把 握

２ C4thによる連絡も電話もなく無断欠席して

いる場合、必ず家庭連絡、事由を確認する。 保護者面談・個人面談

３ 保護者と連絡をとる。家庭での様子や言動、

学校での様子について情報交換をする。 支援チームを結成

原 因 の 究 明

４ 児童と個人面談する。児童の心情に寄り添い

児童が抱えている状況を理解する。 教 育 相 談 活 動

５ 支援チームを結成し、情報・状況を正確に

整理・共有し、不登校や保健室来校の原因を 子ども支援委員会開催

究明する。 （いじめ、怠学、担任との関係、学 職 員 連 絡 会

力不振、保護者の養育態度、家庭の事情等）

６ 子ども支援委員会を開催し、状況の報告と 関係諸機関との連携

今後の対応について協議する。

７ 全職員に報告し、児童の理解と今後の対応について協力する。

８ 必要に応じてSCや関係諸機関との連携を図り、保護者や児童のケアを行う。

関係諸機関

福井地方法務局 （0776）22-5090 県すこやかダイヤル （0776）41-4205

福井県総合福祉相談所 （0776）24-5138 県教育研究所教育相談課 （0776）36-4852

福井県警本部ヤングテレホン（0776）24-4970 県特別支援教育センター （0776）53-6574

ステップスクールさかい （0776）51ｰ５０６２

13 不 登 校 ・登 校 し ぶ り
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【ポイント】 ★ 差別事象発生と同時に、全体に指導を行う。

★ 速やかに内容・対応を報告する。

★ これまでの指導に反省点はないか、検証する。

１ ふだんから、一人一人に居場所のある温かい

学級づくりをすすめる。 差 別 事 象 発 生

・担任は、朝、教室で児童を迎える。

・欠席連絡者には、メールや電話を入れる。

・全児童に、日常的に声をかけるよう努める。 授業を中断

・自己有用感・存在感をもてる機会を増やす。 児 童 へ の 指 導

２ 児童による賤称語（差別用語）などの差別
せ んしよう

事象が発生したら、授業を中断し、当該児童 校 長 へ 報 告

及び学級全体への指導を行う。

（１） その言葉をどこで知ったのか。 子ども支援委員会で

（２） どういう意味でそんな言葉を使用し 事象の概要等明確にする

たのか。真の意味を知っているか。

（３） その発言は重大な誤りであること。

（４） 全ての人がかけがえのない大切な存 市 教 委 へ 報 告

在であり、守るべき人権があること。

３ 担任は、校長（教頭）に差別事象の発生を報 職員連絡会で報告

告する。

４ 子ども支援委員会を開催し、事象の概要と 全校集会等で指導

今後の取り組みについて明確にする。

（子ども支援委員会＋人権教育担当・担任）

５ 必要があれば市教委に報告し、指導を仰ぐ。

６ 職員連絡会で、事象の報告となぜ差別事象が発生したのかの背景や指導の

問題点について明らかにする。

差別落書きの場合も同様の方法で対処する。ただし、落書きは直ちに消す。

14 児童による差別発言（差別落書きを含む）
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★死亡事故、重篤な事故（基本調査の実施）
市教委が基本調査を必要と判断した場合、

原則３日以内に 関係する全ての教職員から聴き取りを実施

必要に応じて、事故現場に居合わせた児童への聴き取りを実施

★必ず複数の教職員で対応するとともに、状況に応じて、スクールカウンセラー

を同席させることも必要。

聴き取りの目的を明らかにした上で、以下の事前説明を行うなどして、聴き取

り対象者の負担を軽減するように努める。

○記憶していることをできるだけ正確に思い出して話してほしいこと。

○人の記憶はあいまいなので、正確な事実だけを覚えているわけでないこ

と（記憶違いのこともあること。）。

○一人の記憶に頼るのではなく、他の人の話などから総合的に判断してま

とめていくこと。

○「誰が何を言った」ということが、そのまま外部に出ることはないこと。

○できるだけ正確に話の内容を記録するため、録音することもあるが、録

音データは、調査報告としての記録作成のみに使用すること。
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＜関係する全教職員からの聴き取り＞

○３日以内に記録用紙を配付し、事故に関する事実を記録する。なお、事故発生

直後にメモ等の記録を残していた教職員は、記録用紙を提出する際に、メモ等

の記録も併せて提出する。

○記録の内容をもとに、校長・教頭が聴き取りを実施し、記録を行う。

○校長・教頭は教職員が記載した記録用紙の情報を集約し、発生状況や事故後の

対応について、時系列で整理する。

（参考）聴き取る内容の例

○事故数日前からの被害児童等の状況で気になっていたこと

○疾患の有無及び内容

○既往症の有無及び内容

○事故発生時に当該教職員がしたこと、見たこと、聞いたこと

（被害児童等及び事故現場に居合わせた児童生徒等の様子） 等

＜事故現場に居合わせた児童への聴き取り＞

○事故現場に居合わせた児童等は、精神的に大きなショックを受けていることか

ら、調査実施に当たっては、保護者に連絡して理解・協力を依頼するとともに、

保護者と連携して心のケア体制を万全に整える。

○児童が話しやすい教職員がいる場合には、柔軟に対応する。

○話しやすい雰囲気を作り出すことが困難な状況においては、記録用紙を配付

し、事故に関する事実を記録してもらう方法をとる。

＜情報の整理・報告＞

○得られた情報の範囲内で、情報を時系列にまとめる。事実と推測は区分し情報

源を明記するなどして整理し、整理した情報を市教委へ報告する。

○説明に矛盾が生じないよう、全教職員で事故に関する情報を共有した上で、原

則として、被害児童等の保護者への説明窓口は一本化する。被害児童等の保護

者への情報提供を行う際は正確な情報の伝達心がけ伝達した情報に誤りがあ

った場合にはすぐに修正するよう心がける。
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緊急連絡体制 （医療行為の必要な事故が発生した場合の連絡網）

教育委員会

報告 指示

窓口一本化

発表

事 校 長 ・ 教 頭 報道関係等

事

故 報告 指示

故

発 連絡・移送

発 保 健 主 事

見 養 護 教 諭 救 急 車 医 療 機 関

生

者 報告 連絡

付添

連絡

生徒指導主事

学 級 担 任 保 護 者

関 係 教 員 家庭・勤務先

通報（緊急時）

◎緊急事由発生（校区内・隣接地域）

通報

本 校 警 察

報告

報 指 通報

告 示

報告 報告

県教育委員会 坂井市教委 各 学 校

確認 指示
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＜緊急連絡先一覧＞

嶺北消防署 ５１－０９１１ 春 江 病 院 ５１－００２９

（緊急 １１９） 学校医(大野内科) ５１－８１７０

火事情報 ５１－２０００ 学 校 教 育 課 ５０－３１６１ (直 通)

６６－１５００ (市役所)

学校長(自宅) ６６－○○○○

坂井警察署 ６６－０１１０ (携帯) ０９０－○○○○－○○○○
春江交番 ５１－００５１ 教 頭 (自宅) 22-○○○○

大石駐在所 ７２－０１１０ (携帯) ０９０－○○○○－○○○○

警備保障会社 23-○○○○（緊急）

タクシー会社（春江タクシー） ５１－０２１３
〃 （ケイカンタクシー） ５１－６３０６

＜緊急時の連絡網＞

① メール配信 学校（管理職）→Ｃ４ｔｈによる安否確認

② 緊急時の職員安否確認 学校（管理職）→Ｃ４ｔｈによる安否確認
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